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国際環境激変時代こそ私達は「自由の問題」を再

認識し、責任ある判断を！！ 
日中科学技術交流協会理事、(社)国家ビジョン研究会理事  中河 正勝 

 
現在グローバル化

による国際環境激

変時代に直面して

います。特に日

本、中国、韓国、

北朝鮮の関係で

は、南シナ海、東

シナ海の領土・領

海問題、慰安婦問

題、歴史認識問題、靖国神社参拝問題、北朝

鮮拉致問題等、複雑化しており、大変厄介な

問題といえます。 
 今国会で「集団的自衛権の行使を可能とし
た安全保障関連法」が 11 月 1 日に可決成立
しました。与野党の国会の論戦を見ています

と、本質的な議論よりも揚げ足とり的議論と

非生産的議論が多く、議論の質が低く感じら

れました。もっと核心的な議論をしていただ

きたいものです。 
当協会の目的は、日中間の科学技術の交流

を通じて長期的な友好関係を継続して促進す

ることにあり、今まで以上に是が強く求めら

れていると思います。 
企業では、色々な問題が発生した場合は、

それを解決するために動機的要因(根本的な
原因)を探求することが強く求められていま
す。政治の世界に於いて、根本的な議論がで

きない与野党では、成熟していない政党の集

合としか見えません。これでは責任ある健全

な二大政党は、当分期待できません。特に日

本の野党は、何でも与党の反対をすることに

意義があると勘違いしてはいないかと思うぐ

らいです。今回の安保法制は、日本にとって

非常に重要な法案です。日本国民の生命と国

益を守るための国家としての法整備です。 
 一方我々学生時代(昭和 35年頃から)は、日
米安保闘争が激しい時代でした。学生は、あ

たかも麻疹のように、誰もが学生運動に走っ

た時代でもありました。その時代に政治学者 

岡本清一著 岩波新書「自由の問題」が出版

されました。この時代には、大変話題性に富

んでおり私も精読しました。この本のポイン

トは、「表現・言論の自由」に関しては、公正

平等の立場から責任が伴うということを色々

な角度から述べられています。 
その後年代とともに「自由の問題」が随分

変質してきています。即ち無責任な発言や

偏向報道が目立ちます。 
特に政治家、教育家、新聞報道雑誌等マスコ

ミ、評論家、作家等々で影響力のある立場の

方々が、戦争法案、徴兵制度法制、憲法違反、

脱原発等極論としてワンワードで国民の関心

を煽るレッテルを貼り、「言論・報道の自由」

と称して新聞報道等マスコミが、国民運動を

展開するのは、無責任と云わざるを得ません。 
だからこそ、我々国民として影響力のある

政治家や、新聞・マスコミ等の扇動・偏向に

惑わされることなく「自由の問題」を再認識

することが重要と考えます。そして私達国民

は、何事にも客観的で公正な判断が下せる目

を養っていく必要があると痛切に感じている

次第です。 
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 日中の科学者の 2015 年ノーベル医学・生理学賞受賞を祝う  
日中科学技術交流協会副理事長 藤崎 博也   

 

 １．はじめに 

2015 年のノーベル医学・生理学賞は、
マラリアや線虫による感染症に対する画

期的な治療薬の発見ないし開発に大きく

貢献した 3 名の研究者に授与されました
が、その中の 1 名が日本の大村智氏、も
う 1名が中国の屠呦呦（pinyin 表記はTu 
Youyou、カナ表記では ト・ヨウヨウ）女
史でした。いずれも、多年の精力的な探求

が見事に結実して新しい特効薬の開発に

成功し、多くの人命を救ったことが評価

されたもので、日中両国の学界にとって、

共に喜ぶべき大きな名誉であり、また、関

連分野の研究者にとっては今後の研鑽・

努力への一層の刺激となるものでした。

特に屠女史は、自然科学の分野では最初

の中国人ノーベル賞受賞者です（1957年
にノーベル物理学賞を受賞した楊振寧氏

と李政道氏は、中国生れですが、米国での

研究の成果により受賞し、米国籍を持つ

中国系アメリカ人でした）。なお、もう１

人の受賞者はアイルランドのウイリア

ム・キャンベル博士で、大村博士との共同

受賞です。 
この方々のうち、我が国の大村博士の

人となりと業績については、昨年 10月 5
日の発表と同時に日本のマスコミで大々

的に取り上げられ、かなり詳細に報道さ

れましたが、中国の屠女史の人となりや

業績については、詳しく報道されません

でしたので、本稿では、まず屠女史に関し

て筆者が入手した、限られた資料からの

情報を、やや詳しくご紹介したいと思い

ます。ただしこの分野は筆者の専門では

ないため、理解が浅く、記述に正確さを欠

く点もあることをお許し下さい。 
２．屠女史の人となり 

屠さんは 1930年 12月 30日に中国逝
江省の寧波市に生まれました。名前の中

の「呦」は詩経の一節「呦呦鹿鳴 食野之

苹」（ようようとして鹿の鳴くあり。野の

ヨモギを食らう）から採られたもの。1951
年、北京医学院（現在の北京大学医学部）

に入学、薬学科で伝統中国医学（Chinese 
Traditional Medicine、正式名称は「中医
学」）を専攻し 1955年に卒業、その後は、
北京の中国中医研究院（2005年に中国中
医科学院と改称）に所属しています。 
3．屠女史とそのグループによるマラリアの

特効薬の発見と開発 

マラリアの特効薬としては、早くから

キニーネ（クロロキン）がありましたが、

熱帯や亜熱帯の開発途上国で広く使用さ

れるようになった 1960年代には、原虫に
耐性ができ、効力の低下が顕著になりま

した。特にベトナム戦争では、マラリアに

感染し死亡する中国兵士が多数にのぼっ

たため、1967年の 5月 23日に、毛主席
の命により、マラリアの新薬開発のプロ

ジェクト（523計画）が立ち上げられまし
た。屠女史とそのチームは 1969年に中医
学の古典を徹底的に調べ、約 2000に及ぶ
中医学の調剤法を検討の対象とし、約

200 種の薬草から 380 の物質を抽出し、
マウスで試したところ、その中の一つ、青

蒿（和名：カワラニンジン/クソニンジン）
からの抽出物（『青蒿素』、アルテミシニン）

に効果が認められ、サルでも効果が確認

できたということです。彼女はさらに、み

ずから最初の臨床実験の被験者となって

その効果と安全性を確認しました。この

物質は特に開発途上国で多くの人命を救

ったといわれます。ちなみに、青蒿とはヨ

モギの一種で、奇しくも屠さんの名前と

関係があります。なお、偶々1972年に中
国の湖南省長沙市の郊外で発掘された馬

王堆漢墓は、2100年以上前に作られた古
墳ですが、その中から見つかった「五十二

病方」という医書の中に、すでに青蒿が記

載されているとのことですので、今更な

がら古代の人の知恵に驚かされます。 
屠女史は 1973 年にはアルテミシニン
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分子の化学構造の解明の過程で，アルテ

ミシニンの誘導体であるジヒドロアルテ

ミシニンの合成に成功し、それが従来の

キニーネに代わるマラリアの治療薬とし

て世界中で使われています。さらに最近

では、このアルテミシニンの誘導体は抗

がん物質としても注目されています。 
４．屠女史の経歴と業績の評価 

マラリアの特効薬の開発に関する屠さ

んとその研究グループの業績は、すでに

1970 年代に成し遂げられたものですが、
研究者として脚光を浴びることなく 40
年もの年月が経っています。また、研究者

としての経歴は大変に地味なもので、①

大学院で学んでいない（大学院制度がな

かった）、②海外での教育・研究経験がな

い、③中国科学院などの国立研究機関に

所属していない、などの点で「三無科学者」

と呼ばれていたとのことです。屠さんの

今回の受賞は、逆にそれらの経歴がなく

ともノーベル賞に価する業績があげられ

ることの実証であり、経歴や環境に必ず

しも恵まれない多くの研究者を、大いに

力づけるものだということができます。 
5．大村智氏の人となりと業績 

 大村氏は 1935年 7月 12日に山梨県の
神山村（現在の韮崎市）の農家に生まれ、

1954年に山梨県立韮崎高校を卒業、山梨
大学学芸学部の自然科学科に進みました

が成績は不振だったとのこと。1958年に
同大学を卒業後は東京の定時制高校の教

諭として働きながら東京理科大学で学び、

1963 年に同大学の理学研究科の修士課
程を修了しました。これらの学歴は特に

輝かしいものではありませんが、1963年
に山梨大学工学部助手として就職、２年

後には退職して社団法人北里研究所に技

術補として採用され、抗生物質ロイコマ

イシンの構造の研究に従事、1968年に東
京理科大学から薬学博士を受け北里大学

薬学部助教授となり、1971年から約 2年
間の米国留学ののち帰国、1975年には北
里大学薬学部教授に就任しました。 

大村氏は現在に至るまで約 45 年にわ
たって、各地の土壌中の微生物が生産す

る有用な天然有機化合物の探索をつづけ、

これまでに 480種以上の新しい化合物を
発見する一方、遺伝子操作による新規化

合物の創製、抗生物質生産菌の遺伝子解

析など、新しい研究領域を世界に先駆け

て開拓しました。大村氏とその共同研究

者が発見した化合物のうち、25種が医薬、
農薬、あるいは研究用試薬として世界中

で使われています。中でもイベルメクチ

ンは、大村氏が 1974年に伊東市のゴルフ
コースの近くの土壌から採取した微生物

を培養し、米国のＭSD研究所のキャンベ
ル博士がその中に含まれる有効物質を抽

出して構造を同定したアベルメクチンが

もとになっており、その構造を僅かに変

えたもので、1981年に先ず、家畜用の駆
虫薬として開発されましたが、その後、熱

帯地方の風土病のオンコセルカ症（河川

盲目症）や象皮症を媒介するフィラリア

線虫の駆虫に特効があることがわかり、

推定 2 億人以上の治療に役立ったといわ
れ、これが今回の大村氏とキャンベル氏

の共同受賞につながりました。 
1 回の受賞者の数は 3 人までという規

定により、今回の医学・生理学賞は屠、大

村、キャンベルの 3 氏に授与されました
が、新薬の開発に関する業績としては 2
件で、賞金の半分が屠女史、残りの半分が

大村氏とキャンベル氏に折半して授与さ

れたとのことです。 
6．おわりに 

今回のノーベル医学・生理学賞は、自然

界が未知の有用な物質の宝庫であるこ

と、その発見は徹底的・網羅的な探索努

力の賜物であること、さらに屠・大村両

氏の受賞は、この分野においても日・中

の研究者が卓越した能力を有することを

示すものであり、改めて両氏の受賞をお

祝いすると共に、今後もそれに続く優れ

た研究成果が生み出されることを期待し

たいと思います。 
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随想   群盲撫象  抗議 
 日中科学技術交流協会理事長 有山正孝 

 抗議の流儀にもお国柄が出るという例

である。  

2009 年の夏、用あって CHR（高速鉄道）で

北京から瀋陽へ赴いた。中国の高速鉄道網

整備の初期の事である。北京で乗った列車

は当時 JR東日本の「はやて」の主力であっ

た E2 系にそっくりの、ライセンス生産の

和楷号である。一人旅で荷物も大きかった

ので軟座を奮発した。 

列車は定刻に発車、暫くは北京市内をゆ

っくり走り、やがて郊外に出ると徐々に速

度を上げる。日本と同様、車室の両端に電

光掲示板があって、現在の速度が表示され

るが、異なるのはそれと交互に車内・車外

の気温が表示される点である。今はどうか

知らないが、中国では以前は空調のある車

両は料金が高いと聴いているので、高い料

金に見合う空調サービスが為されている

ことをアピールするためかも知れない。と

ころが何と肝心の室温が段々に外気温に

近づいて行くではないか。計器の誤動作で

はない証拠に実際に耐えがたく暑くなっ

てきた。 

 

やがて車室内は騒がしくなる。先ずお馴

染みの、各車両に配置されている女性乗務

員が呼ばれて複数の乗客との間に声高な

応酬が始まる。やがて呼び出されて年配の

車掌長が加わり、遂に腰回りに鍵の束と工

具をぶら下げたメカニックが登場した。車

端の司机室すなわち乗務員室に入って何

かやっていたが、突然空調が入り涼風が噴

き出してきた。何のことはない、メインス

ィッチを入れ忘れていただけらしい。車室

内は快適な温度になるとともにぴたりと

静かになり、約 4時間の後、列車は何事も

なかったように定時に瀋陽北站に滑り込

んだ。 

 さてその旅から帰って成田空港から乗

ったリムジンバスを降りた時のことであ

る。床下から幾つもの大きなスーツケース

を引き出すのに苦闘している運転手に対

して、一人の乗客が車内の冷房が暑かった

の寒かったのと居丈高に文句を言ってい

る。文句があるなら車内で堂々と言って調

整して貰えば快適な乗車が出来てよいの

に、下車するまで黙っていて、１対 1にな

った時に弱い立場の者に居丈高に文句を

言う。甚だ不愉快であったが、そんな人物

と口論を初めてもつまらないので早々に

立ち去った。 

 この一対の事象から読者諸賢は何を見

て取られるであろうか。 

 もう一つ、似たようなお話。かつて物見

遊山に中国を訪れた際の出来事である。そ

の日、 

武漢から黄山の麓の町、屯渓に飛ぶこと

になっていたが、朝、空港に行くと「機体

整備のため遅延」の掲示である。昼になっ

て食堂で昼食を済ませてもまだ飛ばない。

遂に「近くのホテルに部屋をとったから其

処で休息待機せよ」という。武漢航空とい

う名を聴いたこともない航空会社なので、

少数の機体をリースして商売をしている
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から代替の機体も用意できないのであろ

う。急ぐ旅ではないし、整備不十分で飛ん

で墜ちたらたまらない。昼寝をして目が覚

めるともう夕方である。漸く召集がかかっ

て再び空港に行くと、結局予定の便はキャ

ンセルとなったので今から出発する杭州

行きの便を黄山に臨時に着陸させるから

それに乗ってくれという。そういう次第で

数人がぞろぞろとその飛行機に乗り込ん

だ処、中では航空会社の人間と既に乗って

いた其の便の本来の乗客とが揉めている。

乗客の言い分は以下の如くである。 

「高額の料金を支払ってこの飛行機に乗

ったのは一刻も早く杭州に行くためであ

る。 

既に待たされて出発が遅れている。途中

で着陸すればそれだけで更に 1時間余り余

分の時間がかかるであろう。それは納得で

きない。」まことにご尤もである。しばらく

遣り取りがあった挙句、こういう裁定が下

された。「この便は杭州に直行する。しかし

どのみち機体は武漢に帰るので、その途中

に黄山に寄る。」これも理に叶っている 

 その結果、朝に武漢で東湖の畔を散策

した我々は、夕べに武漢より遙か東の杭州

で西湖を見下して引き返し、夜空の散策を

楽しんで夜更けに黄山屯渓空港に到着し

たのである。 

 和を以て尊しと為す島国の民は、表だ

って事を荒立てることを好まず長いモノ

には巻かれる習性を持つが、鬱屈した不満

は時に陰湿に弱者に向けて発散される。そ

れに対して権力闘争の荒波に揉まれてき

た大陸の庶民は、主張すべきことは然るべ

きときに堂々と主張するのであろう。 

 抗議の流儀は国によって様々で、それ

にはそれなりの歴史的背景があるのだ。  

（有山正孝） 

 

第３回日中大学間核燃料サイクル学術シンポジウム 

（東京）（ASNFC2015）    
日中科学技術交流協会副理事長 山脇 道夫 

 

 
写真１．ASNFC2015の記念集合写真 
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本シンポジウムは、2015 年（平成 27
年）12月 2日（水）～ 4日（金）に、東
工大大岡山キャンパス西 9 号館デジタル
多目的ホールにて開催された。このシリ

ーズの第１回と第２回のシンポジウムは

ともに上海交通大学で開催されており、

今回が初めての日本開催となった。前回 
第２回（2013年 11月 27日～30日）

は、元々東工大で開催される予定であっ

たのが、尖閣諸島国有化に伴う政治的混

乱のため中国側参加者が訪日できない事

態になったため、やむなく第１回と同じ

場所で開催されたものであったので、今

回元々予定されていた東工大での開催に

こぎつけることができ、関係者にとって

は喜ばしいことであった。 
 この度のシンポジウムは、主催団体が

東工大原子炉工学研究所（日本側議長：小

澤正基教授）と上海交通大学核科学与工

程学院（中国側議長：韋悦周（Wei 
Yuezhou）教授）であり、参加者に配布さ
れた予稿集の後援団体一覧のトップには

本協会の名称が印刷されていた。名誉議

長には、日本側は本稿の筆者山脇が指名

され、中国側は中国科学院高エネルギー

研究所の芝之芳（Chai Zhifang）院士が
指名された。 
 参加者は 92 名であり、内訳は日本 50 
人、中国 35人、その他の国 7人（米国、
ロシア、ポーランド、カザフスタン、韓国）

であった。口頭発表された論文数は 77篇
で、内訳は日本 33篇、中国 34篇、その
他の国 10篇であった。 
 開会式には、東工大から三島良直学長

のほか、岸本工学系長、矢野原子炉工学研

究所長が参加され、それぞれ挨拶があっ

た。その直後の集合写真を添付する（写真

１）。前列中央に通路を挟んで座っている

のが、三島学長（向って右側）と筆者山脇

（向って左）である。三島学長の右側２人

目が小澤正基日本側議長、その右が中国

側名誉議長の芝之芳院士、筆者山脇の左

側２人目が韋悦周中国側議長である。 
 プレナリートーク（基調講演）は、先ず

山脇から「高レベル放射性廃棄物の減容・

有害度削減のための溶融塩炉を含む核変

換処理技術」と題した講演が、続いて芝之

芳院士から「中国における核化学の進歩：

湿式法および乾式法」と題した講演が、そ

れぞれ行われた。山脇は、放射性廃棄物の

減容・有害度削減のための方法として、高

速炉（FR）、加速器駆動システム（ADS）、
および溶融塩炉（MSR）による核変換技
術があることを述べ、それぞれの特徴や

核変換効率についてレビューした。さら

に溶融塩炉を使えば、安全性が高く、かつ

高い核変換効率が期待できることを弁じ

た上で、実用的な核変換システムとなり

うる新しい溶融塩高速炉のコンセプトを

提唱した。 
他方、芝之芳院士からは、中国の核化学

分野の研究動向について紹介がなされた。

中国にとってこの分野では４つの課題が

あるとして、１）核燃料は数百年もつか？ 

２）核燃料は原子炉使用中に安全を保ち

うるか？ ３）経済的で安全な再処理と

は？ ４）高レベル放射性廃棄物の安全

な深地層処分とは？ という課題に対処

するためにアクチニド化学がキーになる

との認識の下に、重点テーマとして、海水

からのウラン抽出、ナノ構造を有する新

しい核燃料材料、湿式再処理用新有機化

合物抽出材の研究を推進しているとのこ

とであった。さらに新規テーマとして、電

解精製に基づく乾式再処理とアクチニド

化学に関わる理論計算を挙げ、それらに
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ついても研究を進めていくとした。 
基調講演の後、口頭発表が二つの会場

に分かれて二日間にわたって繰り広げら

れた。そのセッション名は、次のようであ

った： 
・Ａ会場： 
 基礎的アクチニド化学・放射化学 

4f / 5f元素の分離化学 
先進再処理および分離技術 
核燃料サイクルおよびシステム 

 ・Ｂ会場： 
4f / 5f元素の分離化学 
革新的な分離および物質科学 
分離－核変換および核燃料サイクル

教育 
除染、廃炉、および福島関連技術 

これらの発表には、先端的で優れたもの

が多かったこと、また大学院生を含む若

手研究者からの発表が少なくなかったこ

とが印象的であった。 
バンケットは、プリンスパークタワー

東京ホテルの最上階ラウンジで開かれ、

その宴たけなわの頃、筆者はスピーチを

依頼された（写真２）。 

スピーチでは、戦後の日中科学技術交

流の出発点となり、また日中科学技術交

流協会の前身が生まれる機縁ともなった

１９５５年の郭沫若中国科学院長による

日本の著名な科学者の中国への招待と、

それに応えての日本学術会議による中国

人科学者の日本への招待というエポック

メーキングな歴史について紹介し、今年

はその６０周年に当たることを指摘した。

加えて、中国人科学者訪日時のエピソー

ドとして、郭沫若博士が市川にあった旧

郭沫若邸を１０数年ぶりに再訪され、戦

争前に約１０年間居住されていた家宅が

昔のままに保存されているのを目の当た

りにして、往時を懐かしむとともに日中

友好を希求して漢詩を詠まれたこと、そ

して今もその漢詩が市川の公園に立つ石

碑に残されていることを述べ、本シンポ

ジウムが郭沫若博士の期待によく応えて

いることを讃えるとともに、今後長く日

中友好の実を挙げていってほしいと希望

した。 
 

写真２．バンケットでの筆者によるスピー

チ 
 次回（第４回）は、２年後の２０１７年

に甘粛省蘭州市で開催されることが決ま

った。 
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2015 年度中国人留学生研究奨励賞授賞式 
2015 年 12 月 14 日 於：東京大学山上会館 副理事長 藤崎博也 

 

 
前列左より 王 建氏、毛 偉氏、有山理事長、 柏燕林書記官、布和宝音氏、 

後列左より 中河理事、岡田理事、紺野常務理事、山脇副理事長、藤崎副理事長、近藤先生、寺井先生 

 
去る 12月１4日、中国人留学生研究奨励賞

授与式が、来賓として中国大使館の柏燕林書

記官をお迎えし、布和宝音氏の指導教員であ

る千葉大学の近藤昭彦教授と毛偉氏の指導

教員である東京大学の寺井隆幸教授のご列

席のもと、東京大学山上会館で開催されました。

藤崎博也副理事長が司会にあたり、まず有山

正孝理事長のご挨拶と賞の趣旨説明があり、

以下の 3名の方々に賞が授与されました。 

 

1. 布和 宝音（BUHE, Baoying） 

(1977.03.14 生れ、内モンゴル自治区通遼

市出身)  

千葉大学大学院  理学研究科 博士課程修

了（2015.03） 現在、千葉大学 環境リモ

ートセンシング研究センター 特任講師

（研究機関研究員） 

研究テーマ：衛星リモートセンシングによ

る中国内モンゴル自治区における植生変動

とその要因分析 

指導教員：千葉大学 環境リモートセンシ

ング研究センター 教授 近藤 昭彦 

2. 毛 偉 （MAO, Wei）   

(1980. 11. 09 生れ、湖北省武漢市出身) 

東京大学大学院 工学研究科 原子力国際

専攻博士課程修了（2014.04）現在、東京

大学総合研究博物館 特任研究員 

研究テーマ: 先進機能性材料の調製と特性

評価 

指導教員: 東京大学大学院 工学系研究

科 教授 寺井 隆幸 

3. 王 建 （WANG, Jian） 

（1984. 11. 10 生れ、遼寧省出身） 

東京工業大学大学院 理工学系研究科 材

料工学専攻 博士課程修了（2013.10 ） 

現在、物質・材料研究機構 磁性材料ユニ

ット ポスドク研究員 

研究テーマ：CoPt/CoO 層状構造の垂直磁

気異方性と交換相互作用 

指導教員： 東京工業大学大学院 理工学

院研究科 教授 史 蹟 

引続き、中国大使館の柏燕林書記官から祝

辞をいただき、最後に受賞者を代表して布和

宝音氏が謝辞を述べました。なお、授賞式に

続いて受賞者による研究発表が行われました。

以下は （１）有山理事長のご挨拶、（２）受賞

者代表の布和宝音の謝辞、（3）受賞者の研究

の概要 です。 
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（1） 有山正孝理事長の挨拶 

本日ここに日中科学技術交流協会 2015
年度中国人留学生研究奨励賞の授賞式を、

中華人民共和国駐日本国大使館の柏燕秋書

記官、受賞者をご指導下さった先生方のご

臨席の下に挙行できますことを嬉しく思い

ます。 
まず受賞者の皆さんに、心からお祝いを

申し上げます。また皆さんが留学生として

一般の日本人学生と比べて何彼と不利な条

件の下で良く刻苦勉励され、優れた研究業

績を挙げられましたことに敬意を表します。 
当協会が皆さんに差し上げる賞は、ノー

ベル賞のように広く世に知られた賞でもな

く、副賞もその３桁下の金額のささやかな

ものですが、知る人の間では高い評価を得

ているものと自負しております。受賞者の

皆さんは今回の受賞を一つの弾みとして更

に研鑽を積み、研究者として大成して世界

を舞台に活躍していただきたいと願ってお

ります。 
この機会に受賞者の皆さんに日中科学技

術交流協会とこの研究奨励賞の由来につい

てお話ししておきたいと思います。 
日中科学技術交流協会が設立されたのは

1977 年 12 月ですが、その前に 1950 年代
半ばからの長い準備期間がありました。 
皆さまご承知の通り、日本と中国は数千

年に上る文化交流の歴史を持っております。

日本は多くのことを中国から学んで来まし

た。しかし 19世紀末から日本は西欧の科学
技術を吸収して急速な近代化に成功したた

め、はじめて中国から留学生を受け入れる

ようになりました。しかし 20世紀前半、不
幸な戦争の期間に留学生の受け入れはもと

より文化交流も途絶してしまいました。 
戦争終結後も日中間の国交は長らく正常

化されませんでしたが、1950 年代の半ば、
当時の日本学術会議の会員を中心とする日

本の指導的な科学者の一部の人々が、日中

間の学術交流の速やかな再開を願い多くの

困難を克服し、中国科学院のご協力も得て

交流の再開に成功したのです。この事業に

関与された方々が、国交回復後の両国間の

科学技術分野での交流の健全な発展を支援

することを目的としてこの協会を設立され

たのです。 
その初期に積極的活動をしておられた野

上茂吉郎先生という東大教授で原子核理論

の研究をしておいでになった方が亡くなら

れた際にご遺族から協会にご寄付を頂きま

した。当時の役員の先生方がこの寄付金を

最も有効に活用する方法を種々検討された

結果、これを基に寄付を募って基金を設け、

それにより 1987 年からこの研究奨励賞が
設けられたのです。受賞者の累計は今年授

賞される皆さんを加えて 136名に達します。 
以上の説明でご理解いただけたと思いま

すが、この賞は日中間の科学技術交流の再

興と発展に尽力された先人たちの心のこも

った賞なのです。この先人の意思を大切に

して私どもも微力を尽しておりますが、受

賞者の皆さんにもこの経緯を知っていただ

き、願わくは将来、日中間の科学技術交流

に協力していただければさいわいと思って

います。 
簡単ですがこれを以てご挨拶と致します。 
 

（2）受賞者布和宝音氏の謝辞 

この度、栄えある奨励賞を受賞するこ

とになりまして、本当に嬉しく思うと同

時に身の引き締まる思いがしております。

この奨励賞は、私を含めた受賞者が行っ

て来ました研究に対して、その価値を認

めて頂いたものと思っております。それ

は研究成果に対する価値と同時に、今迄

行って来ました研究努力に対する評価で

もあろうと、私は考えております。頂いた

奨励賞の意味を私なりの言葉で言います

と、「良く頑張ったね。これからも、もっ

と頑張ってくれよ」と言う言葉を、皆さん

に掛けて頂いたと解釈しております。 
この場を借りまして、私に何時もご指

導を頂きました千葉大学リモートセンシ

ング研究センターの近藤教授に最大限の

感謝を申し上げたいと思います。「先生、あ

りがとうございました！これからも、全力

で価値ある研究が出来ますように努力して
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行きたいと思います。宜しくお願い致しま

す。」 又、他の 2名の受賞者もそれぞれ指
導して頂いた先生に対して、私と同じよう

に最大限の感謝をしていると思っています。

2 名に替わりまして、ご指導頂いた先生方
に申し上げます。「ありがとうございました。

これからも宜しくお願いします！」 
最後になりますが、中国からの留学生と

して日本で研究をする素晴らしい機会を得、

また、このような栄誉ある奨励賞を頂いた

事は、私にとって一生忘れられない事であ

ると同時に、日本と中国の交流が今後とも

更に盛んになるように貢献したいと思って

います。また、このような交流を通して両

国の科学技術が更に発展して行く「道筋作

り」に少しでも貢献致したいとも思ってい

ます。 
この度は、私達を受賞者として選んでい

ただき、誠にありがとうございした。奨励

賞の意味することもう一度かみしめて、明

日から頑張って行きたいと思います。感謝

と決意表明を持ちまして、謝辞とさせてい

ただきます。 
 

（3）各受賞者の研究内容の概要と特色 

3.1 布和宝音氏の研究 
布和宝音氏の研究は中国内モンゴル自治

区を対象地域としている。この地域は面積

が日本の国土の３倍もあり、人口は日本の

およそ２倍もあるという広大な地域である。

土地としては砂漠か半乾燥地帯が主であり、

また政治的には中国の一部であり、北側に

はモンゴル、ロシアと国境を接している。

その広大な地域の植生変動を明らかにする

のに用いた研究手法およびその成果は、以

下のように独創的で、価値あるものである。 
(1) 衛星リモートセンシングデータとして
は、ＳＰＯＴ衛星、ＬＡＮＤＳＡＴ衛星

データを用い、さらには統計年鑑、世界

気象データ等を用いている。 
(2) 植生変動を調べるために、一般的に用
いられるＮＤＶＩデータを使うわけだ

が、その年間最大値と年間累積値の双

方を使えば、それから得られる主な作

物による違いが分かるなど、極めて興

味深い成果を得ている。また、ＬＡＮＤ

ＳＡＴとの対照、高度な検証技術の応

用など手法に苦労と苦心がみられる。 
(3) 得られた結果は多岐にわたるが、降水
量や気温上昇の影響などの自然的な要

因の効果を明らかにし、また、政策の影

響なども明らかにしている。これらの

成果は多大な労力の末に得られたもの

であり、また、その手法、結果は他の地

域への応用にも使えるものと思われる。 
3.2 毛偉氏の研究 
毛偉氏は主に核融合炉のトリチウム透過

防止壁の材料研究に携わり以下の成果を挙

げている。 

(1) Al2O3,Er2O3などのセラミック膜に水素
原子が吸着・拡散する速度の実測し

た。 

(2) 第1原理計算法と分子動力学法によっ

て拡散過程の活性化エネルギーを理論予測

し理論値より大きな実測拡散速度の原因を

結晶粒界に沿った拡散過程と推測してモデ

ル化を試みた。 

（3）修士時代に取り組んだ機能性半導体

β-FeSiの評価研究も継続しており、高効

率発光材料への第1歩としてエピタキシャ

ル結晶成長のための基板結晶表面のミクロ

構造を光電子分光法で解明している。 
3.3 王建氏の研究 
王建氏の研究は 東工大ではCoPt/CoO層

状構造を、NIMSではFePt薄膜を取り上げた

が、いずれも高密度記録を目指した垂直磁

化に関する点で共通している。注目すべき

成果として、（1）室温スパッタ法で作成し

たCoPt/CoO層状構造は適切な条件のもとで

強い垂直磁化特性を示すことの発見があ

り、面内の残留応力に基づく磁気弾性エネ

ルギーが主役を演じていると推測し、作成

の制御性が増せば従来のCoPt膜に比し、高

価なPt使用を節約できるメリットがある、

としている。 

（2）2013年に参画したNIMSではグルー
プで取り組んでいる FePt 垂直磁気記録の
研究を分担し、貢献している。 
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2015年度中国人留学生研究奨励賞を受賞して 
布和宝音・毛 偉・王 建

 
（1）布和宝音（Buhe Baoyin） 

千葉大学環境リモート研究センター 特任

講師 

この度、日中科学技術交流協会の 2015

年度中国人留学生研究奨励賞を受賞致しま

した。このような栄誉なる奨励賞を頂いた

ことは、私にとって一生忘れられないこと

であります。まずは、私に何時もご指導を

頂きました千葉大学環境リモートセンシン

グ研究センターの近藤昭彦教授に心より感

謝を申し上げたいと存じます。また、日中

科学技術交流協会の有山正孝理事長、藤崎

聡達副理事長および山脇道夫副理事長をは

じめとする諸先生方に厚くお礼を申し上げ

ます。 

 私は内蒙古大学の工学部を卒業後内蒙古

測量局へ就職しました。その仕事の関係で

内モンゴルの各地へ出張しましたが、そこ

で目の当たりしたのは劣化した内モンゴル

の環境でした。そして砂漠化等の環境問題

について研究をしたいと思うようになりま

した。しかし、環境問題に対する意識や行

動は、国によって違いがあると考えられま

す。日本は経済発展より環境保護を優先さ

せている国であるようにみえました。その

お陰で今の自然の豊かさを残しながら発展

してきたと思われます。それに対して、中

国内モンゴルでは一方的に経済発展を追求

して来ました。内モンゴル地域の主な産業

は農業と牧業であるため過放牧、過耕作が

広がり砂漠化広がったことが知られていま

す。それによって黄砂が頻繁に発生するよ

うになり、日本まで飛来し、人々の健康に

影響することが懸念されています。それに

対して日本が毎年多くの支援金を集め、ホ

ルチン沙地を始め多くのところで植林をし

ていることを見てきました。また、日本は

教育および研究を重視している国なので、

教育に対して様々な設備が充実していま

す。このように日本は、環境問題について

意識や行動が優れていること、また技術の

面でも先端を走っている国であると考えら

れます。研究に対しても多くの情報が手に

入りやすく、教育・研究に対する設備が充

実しているので日本で学位をとるべく留学

してきました。 

 今回、受賞対象となった研究テーマは

「衛星リモートセンシングによる中国内モ

ンゴル自治区における植生変動とその要因

解析」です。以下では、主な研究成果につ

きまして簡単に紹介させて頂きます。 

 1950 年代以降、中国では大規模な草原

開墾が数回にわたって行われています。特

に 1980 年代以降は、生産責任制および土

地請負制などの実施が農家の生産意欲を向

上させ、過放牧・過耕作をもたらしまし

た。従って、砂漠化が広がり黄砂が多発す

るようになったと考えられます。しかし、

中国では 1990年代から持続可能な発展を

目指し、2000 年以降は沙漠化・環境問題

を重視するようになっています。特に

2000 年以降、内モンゴル自治区では、生

態移民、退耕還林還草、新三牧などの環境

保護政策が実施されていますが、一方で内
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モンゴル自治区全域が西部大開発の対象地

域ともなっています。2000 年以降の土地

被覆変化は社会経済的要因による影響を強

く受けていると考えられます。実際に

2000 年以降の土地被覆変化を空間的に把

握することができれば、2000 年以降に実

施された環境保護政策の成果を確認するこ

とができ、また今後の政策の基本資料とし

て活用することができると考えられます。

そこで本研究では衛星リモートセンシング

を用いて中国内モンゴル自治区における農

業的土地利用の変化を含む植生変動を、特

に 2000 年以降について明らかにし、統計

資料および気象データと組み合わせて、変

動の要因を気候要因と人間要因の二つの側

面から理解することを目的としています。 

 本研究では地表面における植物の量にか

かわる形質（植被率、葉面積指数、バイオ

マス、クロロフィル）や植物群落の光合成

有効放射吸収率を推定するのに有効な指標

である正規化植生指数 NDVI(Normalized 

Difference Vegetation Index)を用いてい

ます。その中の最大バイオマスに対応する

と考えられる年間の NDVI の最大値

(NDVImax)と年間植物生産量に応答すると

考えることができる NDVI の積算値

(NDVIsum)の二つの変数を用いてトレンド

解析を行いました。トレンドの有意性の検

証には Mann-Kendall rank statistic 法を

用いています。 

 時系列衛星データから年ごとの NDVImax

と NDVIsum を求め、植生変動の傾向を求め

た結果、全体的には二つの手法から得られ

た植生変動の傾向は類似したが、一部で一

致しない地域がありました。一致しない地

域で一番明瞭であった河套平野について検

討した結果、小麦とトウモロコシの作付面

積に経年変動があったことがわかりまし

た。すなわち作付け作物の変化によって

NDVIsum と NDVImax のトレンドに違いが生

じたと考えられます。NDVIsum と NDVImax

を組み合わせた植生変動解析は農業モニタ

リングにおける有効な手法となり得ると考

えられます。 

 マクロな植生増減トレンドの要因解析に

ついて、気候要因と人間要因の両側面から

検討しました。その結果、内モンゴル地域

では NDVImax（および NDVIsum）と温量指数

の相関係数が多くの地点で負であった。し

かし、内モンゴル地域の植生成長期である

4 月から 9 月の降水量との正の相関が明瞭

であったことから、内モンゴル地域の植生

の生育は主に降水量に支配されていること

がわかりました。  

 一方、人間活動も植生変動に大きな影響

を及ぼしています。科爾沁周辺地域におけ

る植生増加トレンドは耕地面積の増加、灌

漑面積の増加、また植林面積の増加と対応

しており、人間活動による植生変動として

捉えることができます。呼倫貝爾地域では

一部の森林域で NDVIsum が増加傾向トレン

ドを示しましたが、それは気温上昇による

樹木の生育期間の伸長が植生増加トレンド

をもたらしたと考えられます。また一部で

は湿地の開発が進んでいる可能性があるこ

とを指摘することできました。 

また、内モンゴル自治区において衛星リ

モートセンシングで得られた植生増加傾向

は灌漑面積の増加と有意な正の相関が得ら

れています。 
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 植生減少傾向を示す地域は荒漠からステ

ップに変わるエコトーン地域でした。これ

らの地域は先行研究で指摘されている植生

減少地域、沙漠化地域と一致していますが、

本研究では空間的情報として植生変動地域

を抽出できました。エコトーン地域におい

ては本研究で得られた植生減少を示す地域

の一部は沙漠化による可能性があります。

また一部は潜在的な沙漠化地域であると考

えられますが、今後の検討課題です。 

 本研究は内モンゴル自治区における植生

変動について衛星リモートセンシングを用

いて抽出し、気候要因と人間要因の両方の

観点から説明してきました。内モンゴル自

治区のマクロな植生変動は森林域を除き、

主に降水量に支配されています。しかし、

政策や自然条件等の地域の特性の影響を受

け、個々の地域の土地利用・土地被覆変化

は固有の変化として現れていました。広大

な内モンゴル自治区の土地利用・土地被覆

変化を理解するためには、自治区を構成す

る個々の地域の土地利用・土地被覆変化を

理解する必要があります。 

 末筆ながら、再び日中科学技術交流協会

の諸先生方、近藤昭彦先生および、私を支

えてくれた皆様に心からの感謝を表しま

す。 

 

(2)毛 偉（MAO Wei） 

東京大学大学院工学系研究科原子カ国際専

攻    博士課程修了（2014.4） 

特任研究員 （2014.5～7） 

東京大学博物館特任研究員 （2014.8～現

在） 

 2015 年 12 月 14 日、日中科学技術交流協

会から 2015 年度中国人留学生研究奨励賞

を授与されました。歴史あるかつ栄誉ある

賞を受賞できて、大変光栄に思います。 

 まず、日中科学技術交流協会の有山正孝

理事長、藤崎博也先生をはじめとする皆様、

私を指導してくださった寺井隆幸先生をは

じめ、育てていただいた東京大学に感謝の

意を表します。中国駐日本大使館のご協力

とご支援にも感謝します。 

 私は、中国湖北省に生まれ、2009 年 10 月

に東京大学大学院原子カ力国際専攻博士後

期課程に入学し、2014 年 4月に博士後期課

程を修了し博士号を取得しました。2014年

5月から、工学系研究科博士研究員を経て、

現在、東京大学総合研究博物館タンデム加

速器分析室で博士研究員として研究を行っ

ています。 

 今回、受賞となったのは、私の博士期間

の研究である「ナノ薄膜の作製と水素透過

挙動研究」です。主要な研究成果に関して、

下記に紹介します。 

1. ナノ薄膜の作製 
 イオンビーム促進蒸着による単結晶β－

FeSi2とEr2O3薄膜に関する実験研究を行い、

薄膜生成の物理過程についての鋭い考察を

基にした学会発表で当該分野の注目を集め

ました。さらに、単結晶薄膜の作製に成功

しました。 

2. セラミックコーティング中の水素透過機構

の解明 

 博士課程での研究は、核融合炉燃料シス

テムの確立に向けて最も重要な課題の一つ

である水素同位体透過防止技術において、

透過防止障壁として用いられるセラミック

コーティング中の水素透過機構を解明する
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ものでした。 

3. 計算機シミュレーション 
吸着、固溶、拡散といった素過程の計算

機シミュレーションにより水素同位体のセ

ラミック薄膜中の透過挙動を明らかにしま

した。また、完全結晶のセラミック材料か

ら実際に用いられる多結晶薄膜中の透過挙

動へ計算を展開し、最終的に過去の実験結

果を計算によって精度よく再現するに至り

ました。これまで金属中の水素挙動につい

ては数多くの研究がなされてきましたが、

セラミックス中の水素挙動に関する研究は

きわめて少なく、さらに私が対象とした希

土類酸化物においては、その複雑な電子構

造から精度の高い計算が困難でした。私は、

第一原理計算で用いるポテンシャルの改良

や、粒界の観察およびシミュレーションな

どを通して信頼性のある計算結果を導き出

しました。これらの成果は、核融合炉工学

分野はもちろんのこと、水素と材料の相互

作用に関わるエネルギー分野や材料工学一

般にも新しい展開を生もたらしうる独創性

の高いものといえます。 

 現在、私は、環境・エネルギー問題への材

料科学からのアプローチを共通テーマとし

て、核融合炉、燃料電池、高エネルギー粒子

プロセシング、再処理技術等の研究に取り

組んでいます。中でも、多くの先進エネル

ギーシステムで利用されることが考えられ

ている水素と材料の相互作用の研究に重点

的に取り組んでおります。共同で行ってい

る研究は、これまでの博士課程の研究と関

連して、核融合炉の燃料サイクルに重要な

技術である水素同位体透過抑制技術に関し

て、計算科学と実験研究の両方のアプロー

チから水素不透過性セラミック薄膜中の水

素移行挙動の解明を目指すものです。 

 これまでは、実験研究を主体として実施

する一方、計算機シミュレーション研究を

併用して研究を進めてきましたが、今後は

計算機シミュレーションのさらなる活用に

よって、実験では捉えきれない現象を解明

したいと思います。さらに、これらのアプ

ローチは核融合炉工学のみならず、固体酸

化物型燃料電池中の水素挙動など、研究グ

ループにおける活動の進展に重要な観点を

もたらすことが期待でき、きわめて意義が

大きいと考えます。今後も引き続き、ご指

導ご支援を賜りたく、よろしくお願い申し

上げます。 

 

(3) 王  建 （WANG, Jiang） 

東京工業大学大学院 理工学研究科材料工

学専攻 修士・博士課程修了（2008.9̃2013.9） 

国立研究開発法人物質・材料研究機構 ポ

スドク研究員(2013.10̃) 

この度，２０１５年度中国人留学生研究

奨励賞を受賞し，大変光栄に思います．ご

推薦頂いた東工大材料工学専攻の史蹟先生，

この賞を贈ってくださった日中科学技術交

流協会及び有山正孝理事長、藤崎聡達副理

事長他関係者の皆様に大変感謝しておりま

す．また，この受賞を機会に，今までご指導

くださった先生方や，研究に協力していた

だいた研究室の先輩，後輩の皆様に心より

御礼を申し上げます． 

私は、２００７年中国の大連理工大学を

卒業し，２００８年１０月日本政府国費留

学生として東京工業大学大学院材料工学専

攻の修士課程に入学しました．修了後博士
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課程に進学し，２０１３年９月に博士課程

を修了しました。修士課程と博士課程の 5

年間で、主に超高密度磁気記録材料に応用

される磁性薄膜材料の構造と物性を研究し

ていました。２０１３年１０月から現在に

至って、博士研究員として、日本国立研究

開発法人物質・材料研究機構（ＮＩＭＳ）の

磁性材料ユニットの宝野和博研究グループ

で超高密度ＦｅＰｔ磁気記録媒体の研究を

行ってきています。今回、受賞対象となる

研究成果は、私の博士論文の研究「CoPt/CoO

層状構造の垂直磁気異方性と交換バイアス」

であり，主要な研究成果を下記に紹介しま

す。 

１．研究内容概要 

現行の垂直磁気記録方式は記録密度向上

の限界に近づいているため，新しい記録方

式または磁気記録媒体を早急に研究開発し，

密度向上のトレンドを伸長し，引き続き社

会の要望に応える必要があります。私は強

磁性体/反強磁性体界面での強い磁気結合

を利用し、 垂直磁化を持つ安定な層状構造

を作製することを考えました。これまで研

究されてきた強磁性体/非磁性体（Pt、Au、

Pd 等）の多層構造は垂直磁気異方性が得ら

れますが，作製方法は複雑で，熱的に不安

定という欠点があります． そこで私の研究

では、反強磁性体になるコバルト酸化物

（CoO）を非磁性体の貴金属の代わりに使う

ことにしました。具体的に CoPt 合金層と 

CoO の多層膜を設計し、作製条件を最適化

して世界で初めて金属/酸化物なの構造に

強い垂直磁気異方性が発現することを明ら

かにしました。この強い垂直磁気異方性を

利用して磁気記録媒体の記録密度をさらに

向上させることが期待できると考えられま

す． 

２．研究の独創性・新規性 

 適切な条件で作製した CoPt/CoO 層状構

造は，強い垂直異方性を示すだけではなく，

磁場中で冷却し，CoO のネール温度以下で

は垂直方向の交換バイアスを示すことも明

らかになった，特に液体窒素温度で，1800 

Oe 以上の垂直交換バイアスを示し，論文を

発表した時点で最大の値でした． 

３．期待される学術的貢献度・工業的有用性 

強磁性合金CoPtと反強磁性酸化物CoOを

交互に積層し，層状構造を形成させ，高い

垂直磁気異方性と垂直交換バイアスを持つ

薄膜の作製に初めて成功し，薄膜の結晶構

造，応力状態および界面構造を明らかにし

た上，Co-Pt/CoO層状構造の垂直磁気異方性

および垂直交換バイアスのメカニズムを明

らかにした研究であり，作製した層状構造

は垂直磁気記録に関係するデバイスや，垂

直磁気異方性と垂直交換バイアスの複合的

な特性を利用する新デバイスの開発にも期

待出来るので，学術的にも，工業的にも重

要な意義を持つと考えられます． 

末筆ながら、東工大での５年間の研究生

活をさまざまな知識，技能が身につき，研

究に対する考え方も鍛えられて，とっても

充実でした．再び私の研究を 5 年間続けて

指導していました研究室の先生方，私を支

えてくれた皆様に心から感謝します。 
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第４４回理事会 
 

第４４回理事会は 2015 年 10 月 13 日に、

協会事務所で開催され、以下の議題が審議

され、了承された。 

1.日中電子材料シンポジウム 11月訪中予

定は来年 3月に延期する。 

2.上海ＳＩＮＡＰセミナーは来年度に延

期する。 

3. 奨励賞応募状況は応募者 6名（布和

宝音、李暁、毛偉、邵慶国、王建、肖開提 

阿吉）を選考委員会で審査し、11月 18 日に

理事会を開催して審査結果を報告・承認

し、12月 14 日に山上会館で表彰式と発表会

を行う。 

4.上半期会計報告と下期の予定 

は、一部修正して、承認された。 

5. 岡田理事より北京科技大国家材料服

務安全中心（ＮＣＭＳ）孫冬柏センター長

が来日する機会を活用し、当協会主催で 12

月 2日「構造物･材料を安全に使用するため

の技術」ワークショップを開催する。原子

力のリスクマネージメント、新幹線、橋梁

関係等のリスクマネージメントの講師を招

聘し、山上会館Ｂ００２で実施することが

承認された。 

6.その他    

中国留日同学会の第 15回中国人留学成果

報告会＆優秀論文授賞式において当協会理

事長名の賞を出したい旨の申し入れがあっ

たが、当協会が表彰事業を行っているの

で、本協会名の使用は承認しないことにし

た。 

 

第４5 回理事会 

 

第４5回理事会は 2015 年 11 月 18 日に協

会事務所で開催され、奨励賞選考委員会の

結果が報告され、審議された結果、以下の

方が受賞者に決定した。 

 

1.布和 宝音（BUHE, Baoying）(1977.03.14

生れ、内モンゴル自治区通遼市出身)  

衛星リモートセンシングによる中国内モ

ンゴル自治区における植生変動とその要因

分析 

 

2.毛 偉 （MAO, Wei）   

(1980. 11. 09 生れ、湖北省武漢市出身) 

先進機能性材料の調製と特性評価 

 

3.王 建 （WANG, Jian） 

（1984. 11. 10 生れ、遼寧省出身） 

 CoPt/CoO 層状構造の垂直磁気異方性と

交換相互作用 
 

 

 

目    次 
 

１．巻頭言  理事 中河正勝    1  

 

２．日中の科学者の 2015 年ノーベル医

学・生理学賞受賞を祝う  

副理事長 藤崎博也 ２  

 

３．随想 群盲撫象 抗議               

       理事長 有山正孝   ４ 

 

４．第３回日中大学間核燃料サイクル学

術シンポジウム（東京）ASNFC2015    

副理事長 山脇道夫 ５ 

 

５．2015 年度中国人留学生研究奨励賞授

賞式   副理事長 藤崎博也  ８ 
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